













































































ア ジ パ シフ ・'コ'一 ンい　 日　 　 で 日
盤 盤 軽墨廼璽・ヒ並憂劉
脳Mレ 凋 　 　 　 　 、!arkN・c各1ヒひ「へぎ,a距q批〔MoaanJJapao　寧τ眠ユ駈、〉;1r,　'臥
;≡蒋無 一 譲・響 難鱗 難
1難蕪鞍羅
　 　 2G][　　 　zcoa　　 　zo⊂周　　　　+_cos　　　 '[WE　　 　ZOO了　　　　20]a　　 　2し臼忌
　 　 　 　 　 　 已伽 　 　 ^_ana.
　 　 　 　 　 　 　 出所 「G㌃ilb8Lm派3m隅nr3udMゆゆ 鴫冊k:Ol仁5200・3
　 　 　 　 　 　 　 　 しFnこ巳、、話1しrHoロs【℃Orpe醇
日本型コンテンツビジネス展開
　　　
響 → 風レ… 　 　～__.(解㌻1触羽「獅
　　　　　 音楽　　　　　 ファンクラブ　　　　1
　　　　　　　　　」1企 業Cl(JR・」AL等)
饗 練 礎 誓痂 吻 ・(で・・曽、
日本市場規模13兆 アジア各国もソフトパワー戦略展開
発展類型は各々異なる。















































































































































































































.一,中国国内か らの出 資、中国 展開の 提携




















































































































20 AIBSジャーナ ル 　No.3
ながっていらっしゃるところがあって、言語
が同じですし、台湾からシンガポールまで時
差がない中で、感覚的には非常に近 く、資金
調達など、今後、一一体化した展開が急速に促
進 をされていくのではないかと思 っていま
す。
　 6点目としては、クリエイターの方と同時
にプロデューサーの人材育成、配置が必要に
なって くるというところと、それを基盤とす
る支える教育機関が必要になると思います。
今後、アジアは不安定要素が非常に高いとこ
ろがありますので、その中で各国の情勢等を
よく見ながら、発展のモデルをどうつ くって
いくかが必要になると思っています。
　いずれにしろ、今EIお話ししたポイントの
中では、世界的にアジアに経済的な発展が集
中してきてくる中、そこに展開している企業
発展のモデル等をコンテンツのビジネスにも
取 り込み、自社の競争力がある部分でアジァ
の企業と共同しながらビジネス展開をしてい
くことが、今後の企業戦略の秘訣だと思いま
す。
　今後アジアコンテンツビジネスに対する深
い洞察 ・検討が、研究会ならびにこの学会
で、ますます意味を持ってくるのではないか
なと考えてお ります。以上で、私の 「アジア
で拡大するコンテンッビジネス」という基調
講演を終えさせていただきます。ご清聴あり
がとうございました。
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